
Work Style
DX

応援投票
表彰

応援投票へのエントリーも受付中

働き方DX事例募集中！
DXで変わる！新しい働き方

事例
掲載
先は

5月から 
[FRI]

-8.29まで2025.

日本テレワーク協会
ホームページに掲載
（7月以降順次掲載）

お申し込み・詳細はこちら！

日本テレワーク協会働き方DXホームページ
https://japan-telework.or.jp/teleworknext/dxjirei/

建設、農林水産、製造、医療・介護、宿泊、飲食、小売り、生活サービスなど、

多彩な分野のDX事例を大募集！

QRコードから
アクセス！

すべて

無料

一般社団法人日本テレワーク協会

掲載事例は応援投票にもエントリー可
全国1000名のパネラー投票と一般投
票で選ばれた事例を表彰
1.15のJTAカンファレンスで事例発表

2025年7月からテレワーク実践事例も募集を開始します！



こんな取り組みを募集しています。
デジタルを活用し業務の効率化、お客様の利便性、働きがい働きやすさ、従業員の採用と定着、新
しいサービス、売り上げや利益増実現を目指す取り組み。業種、事業規模、取り組み規模の大小、
難易度などは一切問いません。

掲載イメージ
　〇弊協会ホームページ（表面にURL）のダミー事例をご覧ください。

 エントリー方法
　〇弊協会窓口までメールをお願いします：guide@japan-telework.or.jp
　　社名、ご担当、連絡先、事例内容が分かるリンク、資料をメール送付お願いします。
　　弊協会で内容を確認の上、取材可否を返信します。可の場合、同じメールで取材前にオンライ
　　ン説明を希望されるか、説明不要で即取材日程調整に進むか確認させていただきます。
　〇〆切：8月29日（金）
取材の段取り・流れ：1時間のオンライン取材になります（Teams利用）。

　〇40分～45分程度のプレゼン、お話し、質疑を交えた進行
　　 御社および事業の紹介、自己紹介
　　デジタル化and/or多様な働き方に取り組む前の課題・問題
　　デジタル化したことand/or働き方改革の内容
　　デジタル化後and/or働き方改革の効果（できれば定量的に）
　　なぜデジタル化、働き方改革が成功したのか。何が課題として残っているのか。
　　読む人に参考にして欲しいポイント
　　今後の目標（デジタル化and/or働き方改革について、社業・事業について）
　〇今後の対応確認
　　図、写真、画像5から7点程度のご提供（課題、取り組んだ内容、成果が端的に分かるもの、
　　御社業をアピールするものを当日拝見できればありがたいです）
　　プレゼンいただいた資料送付のお願い（取材前に送付いただいても結構です）
　　記事は弊協会で執筆しご確認のため送付させていただきます。
取材対象：自社への取材に加え、自社顧客への取材も可能です。ソリューションやシステム面な
どで支援されている企業様等の取材も可能です。支援企業への取材内容は事例詳細ページの最後
に「支援企業コメント」として、掲載させていただきます。

応援投票・表彰
　〇事例掲載いただいた企業・団体様は、その内容を全国応援投票・表彰にエントリーすることが
　　可能です。
　〇 全国1000名のパネル投票、一般投票で各賞を決定します。
　〇それ以外に働き方DX調査・推進委員会（事務局弊協会）の審査による特別賞があります。
　〇受賞事例は1月15日弊協会のアニュアルカンファレンス（ハイブリッド開催。
　　参加人数予定500名）で事例発表できます。ぜひアピールの場として活用してください。
　〇エントリー方法：事例取材の際など随時弊協会職員にお申し付けください。掲載した事例を
　　基に投票用Webページを作成しますので、特に準備いただくものはありません。
　〇エントリー〆切：8月29日（金）


